
- 1 -

政
令
第

号

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令

内
閣
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
、
第
六
条
第
二
項
及
び
第

三
項
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
七
条
第
八
項
（
同
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
四
条
第
十
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
雨
水
が
浸
透
し
に
く
い
土
地
）

第
一
条

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
九
項
の
政
令
で
定
め
る
土
地
は
、
鉄
道
線

路
及
び
飛
行
場
と
す
る
。

（
河
川
管
理
者
が
整
備
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
法
令
の
規
定
）

第
二
条

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
を
河
川
管
理
施
設
と
み
な
し
て
適
用
す
る
法
第
六
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
令
の
規
定
は

、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

公
営
企
業
金
融
公
庫
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
十
項
第
二
号
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二

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
規
定

三

都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
十
二
条
第
二
号
の
二
及
び
第
十
六
条
第
四
号
の
二

四

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
規
定

五

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第

号
）
第
十
条
第
一
号
及
び
第
四
号

２

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域
を
河
川
区
域
と
み
な
し
て
適
用
す
る
法
第
六
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め

る
法
令
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

不
動
産
登
記
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
八
十
一
条
第
四
項
、
第
八
十
一
条
ノ
八
第
二
項
及
び
第
九
十

条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

二

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
十
五
条
の
十
七
第
一
項

三

河
川
法
の
規
定

四

自
転
車
道
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
十
六
号
）
第
六
条
第
二
項

五

河
川
法
施
行
令
の
規
定

六

電
気
通
信
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
七
十
五
号
）
第
三
条
第
四
号
及
び
第
四
条
第
六
号
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七

地
価
税
法
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号

八

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
）
第
九
条
第
十
号

３

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
関
す
る
工
事
を
河
川
工
事
と
み
な
し
て
適
用
す
る
法
第
六
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
令
の
規

定
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
第
二
項
、
第
五
十
八
条
第
二
項
及

び
第
五
十
九
条
第
二
項

二

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
二

項
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項

三

河
川
法
の
規
定

四

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
六
条
第
二
項
及
び

第
二
十
二
条
第
二
項

五

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号

六

国
土
調
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
五
十
九
号
）
第
五
条
第
四
号
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七

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
一
条
第
一
項
第
一
号

八

河
川
法
施
行
令
の
規
定

九

電
気
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
二
百
六
号
）
第
三
条
第
一
項
第
七
号

十

民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
五
号
）
附
則
第
二
条
第
一

項
第
四
号

十
一

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
第
三
条
第
四
号

（
河
川
管
理
者
が
管
理
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
区
域
）

第
三
条

法
第
六
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
区
域
は
、
当
該
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
が
、
地
下
に
設
け

ら
れ
た
も
の
、
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
内
に
設
け
ら
れ
た
も
の
又
は
雨
水
を
貯
留
す
る
空
間
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
柱

若
し
く
は
壁
及
び
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
人
工
地
盤
か
ら
成
る
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
係
る
地
下
又
は
空
間
に
つ
い
て
一
定
の
範
囲
を
定
め
た
立
体
的
区
域
と
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
あ

っ
て
は
当
該
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域
と
す
る
。

（
排
水
設
備
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
基
準
）
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第
四
条

法
第
八
条
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

条
例
の
技
術
上
の
基
準
は
、
下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
技
術

上
の
基
準
に
相
当
す
る
基
準
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

条
例
の
技
術
上
の
基
準
は
、
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
し
、
又
は
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
排
水
設
備
の
設
置

及
び
構
造
の
基
準
を
定
め
る
も
の
と
し
て
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

排
水
設
備
の
設
置
及
び
構
造
に
関
す
る
事
項
と
し
て
国
土
交
通
省
令
に
定
め
る
も
の
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

ロ

法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
流
域
水
害
対
策
計
画
に
基
づ
き
浸
水
被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度

の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

条
例
が
対
象
と
す
る
区
域
に
お
け
る
浸
水
被
害
の
防
止
の
必
要
性
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る
土
地
の
形
質
、
排
水
設

備
を
設
置
す
る
者
の
負
担
そ
の
他
の
事
項
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
区
域
を
二
以

上
の
地
区
に
分
割
し
、
又
は
排
水
設
備
を
設
置
す
る
土
地
の
用
途
そ
の
他
の
事
項
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
又
は

事
項
に
適
用
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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（
許
可
を
要
す
る
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
規
模
）

第
五
条

法
第
九
条
本
文
の
政
令
で
定
め
る
規
模
は
、
当
該
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
面
積
が
千
平
方
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
地
方
の
浸
水
被
害
の
発
生
の
状
況
又
は
自
然
的
、
社
会
的
条
件
の
特
殊
性
を

勘
案
し
、
当
該
特
定
都
市
河
川
流
域
に
お
け
る
浸
水
被
害
の
発
生
の
防
止
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に

お
い
て
は
、
都
道
府
県
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都

市
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
若
し
く
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
三
第
一
項
の
特
例

市
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
都
市
等
」
と
い
う
。
）
又
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
法
第
三
章
（
法
第
十
九
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
三
節
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
全
部
を
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
市
町
村
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
務
処
理
市
町
村
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に

あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等
又
は
当
該
事
務
処
理
市
町
村
。
第
八
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当

該
規
模
に
つ
い
て
、
条
例
で
、
区
域
を
限
り
、
当
該
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
面
積
を
五
百
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
と
す
る
範
囲
内
で
、
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
）
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第
六
条

法
第
九
条
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

主
と
し
て
農
地
又
は
林
地
を
保
全
す
る
目
的
で
行
う
行
為

二

既
に
舗
装
さ
れ
て
い
る
土
地
に
お
い
て
行
う
行
為

三

仮
設
の
建
築
物
等
（
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を
い
う
。
第
十
一
条
第
二
号
及
び
第
十
四
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
建
築
そ
の
他
の
土
地
を
一
時
的
な
利
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
行
為
（
当
該
利
用
に
供
さ
れ
た
後
に
当
該
行
為
前
の

土
地
利
用
に
戻
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
に
限
る
。
）

（
土
地
か
ら
の
流
出
雨
水
量
を
増
加
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
）

第
七
条

法
第
九
条
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

ゴ
ル
フ
場
、
運
動
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
（
雨
水
を
排
除
す
る
た
め
の
排
水
施
設
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）

を
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
行
為

二

ロ
ー
ラ
ー
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
建
設
機
械
を
用
い
て
土
地
を
締
め
固
め
る
行
為
（
既
に
締
め
固
め
ら
れ
て
い
る
土
地

に
お
い
て
行
わ
れ
る
行
為
を
除
く
。
）

（
対
策
工
事
の
計
画
に
つ
い
て
の
技
術
的
基
準
）
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第
八
条

法
第
十
一
条
（
法
第
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
そ

の
対
策
工
事
の
計
画
が
、
当
該
行
為
区
域
で
基
準
降
雨
（
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
条
例
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お

い
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
条
例
で
基
準
降
雨
の
強
度
を
超
え
な
い
降
雨
を
定
め
た
と
き
、
又

は
次
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
基
準
降
雨
の
強
度
を
超
え
る
降
雨
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
降
雨
）
の
強
度
の
降

雨
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
流
出
雨
水
量
の
最
大
値
が
当
該
雨
水
浸
透
阻

害
行
為
に
よ
っ
て
増
加
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２

前
項
の
基
準
降
雨
は
、
特
定
都
市
河
川
流
域
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府
県
の
長
が
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
特
定
都
市
河
川
流
域
に
お
い
て
十
年
に
つ
き
一
回
の
割
合

で
発
生
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
降
雨
と
し
て
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
技
術
的
基
準
の
強
化
に
関
す
る
条
例
の
基
準
）

第
九
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

技
術
的
基
準
の
強
化
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
流
域
水
害
対
策
計
画
を
定
め
た
地
方
公
共
団
体
が
、
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
流
域
水
害
対
策
計
画
を
共
同
し
て
定
め
た
同
項
の
河
川
管
理
者
等
の
意
見
を
聴
い
て
、
前
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条
第
二
項
の
基
準
降
雨
の
強
度
を
超
え
る
降
雨
（
次
号
に
お
い
て
「
強
化
降
雨
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
行

う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

強
化
降
雨
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
第
四
条
第
一
項
の
流
域
水
害
対
策
計
画
に
お
い
て
定
め

ら
れ
た
都
市
洪
水
又
は
都
市
浸
水
の
発
生
を
防
ぐ
べ
き
目
標
と
な
る
降
雨
の
い
ず
れ
か
の
強
度
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
定

め
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
都
市
河
川
流
域
に
お
け
る
浸
水
被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の

も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
収
用
委
員
会
の
裁
決
の
申
請
手
続
）

第
十
条

法
第
十
七
条
第
八
項
（
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
土
地
収
用
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
様
式
に
従
い
、
同
条
第
三
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
裁
決
申
請
書
を
収

用
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
）

第
十
一
条

法
第
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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一

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
行
う
行
為

二

仮
設
の
建
築
物
等
の
建
築
そ
の
他
の
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
又
は
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
を
一
時
的
な
利
用
に
供
す
る
目

的
で
行
う
行
為
（
当
該
利
用
に
供
さ
れ
た
後
に
当
該
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
機
能
が
当
該
行
為
前
の
状
態
に
戻
さ
れ
る
こ

と
が
確
実
な
場
合
に
限
る
。
）

（
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
機
能
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
）

第
十
二
条

法
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
が
建
築
物
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
当
該
建
築
物
等
の
う
ち
当
該
施
設
に
係
る
部
分
）
に
お
い
て
物
件
を
移
動
の
容
易
で
な
い
程
度
に
堆
積
し
、
又
は
設
置

た
い

す
る
行
為

二

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
を
損
傷
す
る
行
為

三

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
雨
水
の
流
入
口
又
は
流
出
口
の
形
状
を
変
更
す
る
行
為

（
保
全
調
整
池
と
し
て
指
定
す
る
防
災
調
整
池
の
規
模
）

第
十
三
条

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
は
、
雨
水
を
貯
留
す
る
容
量
が
百
立
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
と
す
る
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。
た
だ
し
、
そ
の
地
方
の
浸
水
被
害
の
発
生
の
状
況
又
は
自
然
的
、
社
会
的
条
件
の
特
殊
性
を
勘
案
し
、
当
該
特
定
都
市
河

川
流
域
に
お
け
る
浸
水
被
害
の
発
生
の
防
止
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
は
、

当
該
規
模
に
つ
い
て
、
条
例
で
、
区
域
を
限
り
、
雨
水
を
貯
留
す
る
容
量
を
百
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
、
別
に
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
）

第
十
四
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

保
全
調
整
池
の
維
持
管
理
の
た
め
に
行
う
行
為

二

仮
設
の
建
築
物
等
の
建
築
そ
の
他
の
保
全
調
整
池
又
は
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
を
一
時
的
な
利
用
に
供
す
る
目
的
で
行

う
行
為
（
当
該
利
用
に
供
さ
れ
た
後
に
当
該
保
全
調
整
池
の
機
能
が
当
該
行
為
前
の
状
態
に
戻
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
な
場

合
に
限
る
。
）

（
保
全
調
整
池
の
機
能
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
）

第
十
五
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

保
全
調
整
池
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
保
全
調
整
池
が
建
築
物
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
建
築
物
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等
の
う
ち
当
該
保
全
調
整
池
に
係
る
部
分
）
に
お
い
て
物
件
を
移
動
の
容
易
で
な
い
程
度
に
堆
積
し
、
又
は
設
置
す
る
行

為
二

保
全
調
整
池
を
損
傷
す
る
行
為

三

保
全
調
整
池
の
雨
水
の
流
入
口
又
は
流
出
口
の
形
状
を
変
更
す
る
行
為

（
収
用
委
員
会
の
裁
決
の
申
請
手
続
）

第
十
六
条

法
第
三
十
四
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
収
用
法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を
申
請
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
に
従
い
、
同
条
第
三
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
裁
決
申
請
書
を
収
用
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
五
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
条
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
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一
項
第
五
号
中
「
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第

号
）
第
十
条
第
一
号
及
び
第
四

号
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
基
盤
整
備
公
団
法
施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
号
及
び
第
四

号
」
と
、
同
条
第
三
項
第
五
号
中
「
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
第
一
項
第

四
号
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
基
盤
整
備
公
団
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
第
四
号
」
と
す
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
八
条

（
日
本
道
路
公
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

日
本
道
路
公
団
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
第
二
十
三
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十

七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び
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第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
首
都
高
速
道
路
公
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

首
都
高
速
道
路
公
団
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
二
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十

六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
阪
神
高
速
道
路
公
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

阪
神
高
速
道
路
公
団
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十

六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
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（
地
域
振
興
整
備
公
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
域
振
興
整
備
公
団
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
第
二
十
六
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
二
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
二

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及

び
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
五
第
十
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八
の
二

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第

十
八
条
第
一
項
の
許
可

第
三
条
第
一
項
第
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
九
の
二

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
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及
び
第
三
十
一
条

（
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
二
十
三
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

二
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
三

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及

び
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令

第
二
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び
第
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十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
地
方
道
路
公
社
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

地
方
道
路
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十

六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
第
二
十
六
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

二
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
二

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及

び
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
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（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び
第

十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
六
条
第
二
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
二
の
二

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び

第
十
八
条
第
一
項
の
許
可

（
中
小
企
業
総
合
事
業
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

中
小
企
業
総
合
事
業
団
法
施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
二
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。十

一

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
都
市
基
盤
整
備
公
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

都
市
基
盤
整
備
公
団
法
施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
第
二
十
七
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ

、
第
二
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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二
十
七

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及

び
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
日
本
郵
政
公
社
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

日
本
郵
政
公
社
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
第
四
十
四
号
を
第
四
十
五
号
と
し
、
第
四
十
号
か
ら
第
四
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
三
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
第
二
十
四
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ

、
第
二
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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二
十
一

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及

び
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
十
七
条
第
一
項
中
第
二
十
四
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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九

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び
第

十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
第
六
十
号
を
第
六
十
一
号
と
し
、
第
四
十
五
号
か
ら
第
五
十
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
四
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十
五

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及

び
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び
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第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
第
二
十
一
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
二
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
一

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及

び
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
第
三
十
八
号
を
第
三
十
九
号
と
し
、
第
三
十
一
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
三
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
一

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及

び
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
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（
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。十

二

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
十
一
条
の
う
ち
地
域
振
興
整
備
公
団
法
施
行
令
第
十
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
十
八
号
と
し
」
の
下
に
「

、
第
二
十
四
号
を
第
十
九
号
と
し
」
を
加
え
、
「
同
項
第
二
十
四
号
」
を
「
同
項
第
二
十
五
号
」
に
、
「
同
項
第
十
九
号
」

を
「
同
項
第
二
十
号
」
に
、
「
同
項
中
第
二
十
五
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
二
十
六
号
を
第
二
十
一
号
と
し
」
を
「
同
項
中
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第
二
十
六
号
を
第
二
十
一
号
と
し
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
二
号
と
し
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
十
六
条

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
第
十
六
号
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
上
げ
、
第
二
十
一
号
を
第
二
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
一

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
八
号

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
下
水
道
に
係

る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
十
九
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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七

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
都
市
河
川
及
び
特
定
都
市
河
川
流
域
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。



理

由

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
の
施
行
に
伴
い
、
河
川
管
理
者
が
整
備
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
関
し
て
適
用
す
る
法

令
の
規
定
、
排
水
設
備
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
基
準
、
許
可
を
要
す
る
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
規
模
、
対
策
工
事

の
計
画
に
つ
い
て
の
技
術
的
基
準
、
保
全
調
整
池
と
し
て
指
定
す
る
防
災
調
整
池
の
規
模
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。


